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「霊長類の起源と進化」　　

高井正成（系統発生分野）

　

霊長類は現生哺乳類の中で最も古い系統のひとつであり、最古の化石種は白亜期末の北米大陸で見つかっているプルガトリウスとされている。しかしプルガトリウスは上下の歯列の断片が見つかっているだけなので、はっきりサルであることが確認されているわけではない。初期の霊長類にみられる進化傾向は、手足の指の把握能力と立体視の可能な「前を向いた」両眼であるが、プルガトリウスでは頭骨化石が見つかっていないので、これらの特徴（進化傾向）を確認することができないからである。

最近発見された最も古い「確実な霊長類化石」は、同じく北米の暁新世の地層から見つかったカルポレステスである。ほぼ全身骨格がみつかっていて、手足の把握能力と立体視（両眼窩軸の収斂）の進化傾向が確認されている。この他にも北米大陸からは「サルらしい化石」が多数見つかっているので、霊長類の起源地は北米大陸とされてきた。しかし近年、中国で古いサルの化石が見つかり、東アジアの方が起源地なのではないかという研究者が増えつつある。また分子系統学的研究によると、霊長類が他の哺乳類の系統と分岐したのは白亜紀の中頃だったのではないかといわれている。しかし断片的な化石記録で初期の霊長類を確認するのは非常に難しい。いずれにせよ、霊長類の起源地の最有力候補は白亜期末頃の北半球の大陸と考えてよいだろう。

では霊長類が出現することになった背景はどうなっていたのだろうか？手足の把握能力と立体視はなぜ霊長類の系統で進化したのだろうか？他の哺乳類ではこういった特徴は進化していないのだろうか？霊長類が他の哺乳類と分岐して独自の系統を歩むに至った究極要因に関して、その環境的・生態的な背景を考えてみよう。

